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「校外学習の体験をはがき新聞で伝える」 

　2学期は多くの学校で校外学習が計画されていると思います。はがき新聞を作成する活動を 
通して、子どもたちは体験したことの価値を気付き、さらに成長すると思います。
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　2学期は修学旅行、校外学習、職場体験など校外

での実体験ができる行事を計画されている学校も

多くあると思います。学習のまとめとして、資料

や本を調査する活動だけでなく、実体験したこと

の中から、最も記憶に残った情報を選択して記事

にする活動は、体験したことを文字に表わす活動

で、実は苦手意識をもっている生徒も少なくない

ようです。心の中で抱いている感情を、文字に

して表現するということも重要な活動となります。

　学校を出て生徒が地域、社会の方々とふれあう

行事は、人との関わりの中で、自分が生かされ、

守られていることを知るかけがえのない体験が

できるチャンスであると思います。地域・社会と

のつながりを実感することで、生徒は自分の存在

意義について考えることにもつながります。また、

お世話になった方々への感謝の気持ちを強くもつ

出来事も多く体験します。内面で生徒は感謝の

気持ちを抱いてはいるものの、感謝の気持ちを

表すことが苦手であったり、恥ずかしがったり

という生徒も少なくありません。行事でのエピ

ソードとともに、お世話になった方々への感謝の

気持ちを文字で表現する。気持ちを言葉にして

表すという活動を、学校で体験しておくことで、

今後社会へ出た際も、同様の行動をとることが

できるようになります。

校外学習のまとめをはがき新聞で 作品例①

Vol.11



2
2

　はがき新聞に初めて取り組む場合は、記事の 

内容やレイアウトをあらかじめ決めておくとよい

でしょう。

　まずは、行事で印象に残ったことを思い出す 

活動を行うとよいでしょう。自分で振り返るために、

ワークシート等を活用し、印象に残ったことを書か

せる活動を行います。

　次に、行動を共にしたグループでの話し合いを

行い、情報交換することで、表現力を深めます。

　レイアウトに、イラストや写真を配置して文字

数をカウント。下書き用紙に記事を書きます。

はじめは文字数を意識せず、｢印象に残ったこと、 

伝えたいことをどんどん書いてみよう。｣ という 

働きかけをしながら書かせると、生徒も文章が 

書きやすくなるでしょう。最後に文字数に合わせて、

文字を削除していきます。

　仕上がった作品は、廊下などに掲示することで、

自分が体験しなかったことを知る機会になります。

同じ体験をした他の生徒が異なる感想を書いて 

いることを知り、思考が広がり、他者理解にも 

つながるという効果も期待されます。

　さらに、できあがったはがき新聞を、お世話に

なった方へ、生徒が宛名を書き、切手を貼って送る

という活動まで行うと、この新聞がはがきである

ことの利点を大いに活用できるでしょう。
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印象に残っていること、感謝の気持ちを文字に 作品例②

作品例③

＊公益財団法人理想教育財団から「はがき新聞」用原稿用紙が助成されています。

◦トップ記事...... ｢もっとも印象に残った出来事｣

◦セカンド記事... ｢こんな体験をしました｣

◦サード記事...... ｢お世話になった方へのお礼｣


